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研究協力者 15 名の内訳は、男性 8 名、女性 7 名
であった。研究協力者の看護経験年数は平均 16.5 年
（R=9-32 年）であり、精神科病棟での看護経験年数
は平均 14.3 年（R ＝ 7-25 年）、保護室のある精神
科病棟での看護経験年数は平均 11.8 年（R=5-25 年）
であった。なお、インタビューに要した時間は、平



























































































































見かねた先輩看護師が L さんを誘って L1 さんにか
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